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【海外からの救助隊の問題点】

○ 自己完結体制
ex.ガソリン、水、食料等

【海外からの救助隊受入れに関する課題】

○海外からの救助隊の活動の法的な位置づけ、責任の所在の明確化
ex. 過失等による負傷者の死傷、救助活動に伴う物品の破損等

○受入れ手続き、受入れ窓口の明確化
ex. 外務省→C７→消防庁→県対策本部、外務省→県対策本部等連絡の錯綜

○受け入れ基準の明確化
ex. 救助技術レベルの相違

○マスコミ対応
ex. 被災自治体の負担増（災害対応への支障）

○通信連絡が困難な中での情報共有
ex. 現地到着時間、手段、人数等不明による被災自治体の負担増

○現地活動時のサポート
ex. 外務省リエゾンの体制整備、情報提供、燃料、移動手段等のサポート
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